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相対ベクトル−→r を、−→r = −→r2 −−→r1 とおくと、
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惑星の運動方程式 m2
d2−→r2
dt2

= −G
m1m2

r2

−→r
r
より、

d2−→r2
dt2

= −G
m1

r3
−→r (2)

(2) − (1)
d2−→r2
dt2

− d2−→r1
dt2

= −G
m1

r3
−→r − G

m2

r3
−→r より、

d2−→r
dt2

= −G
m1 + m2

r3
−→r (3)

(3)より、中心星が静止していると考えた場合に、中心星の質量がm1 + m2

となったときの惑星の運動が分かる。
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(3)と r =
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と表される。
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